
平成 27年 9月 8日

ふくしまヘルスケア産業プラットフオーム設立総会のご案内

設立準備会

会 長  福島大学 小規模自治体研究所所長       塩谷
副会長  日本大学 次世代工学技術研究センター所長   酒谷
幹事長  平成 27年度経済産業省健康寿命延伸産業創出推進事業

ほうらいコンソーシアムプロジェクトリーダー  高荒

この度、関係各位の皆様のご協力により、プラットフオーム設立に向けた準備会を開催し、下記の日程で設立総会を

開催する運びとなりましたのでご案内申し上げます。(趣旨及び経過については、裏面をご覧ください。)自治体・

県内外の企業・ NPO・ 医療福祉機関も個人も多くの皆さんが自由に出入りできる協議の場としてのプラットフオームを

設置、メールマガジン・ホームベージ・ SNSに よる情報の発信、スカイプ等を使用したWG会議などを通じ次世代
ヘルスケア産業の31」出を支援し、地域包括ケアシステムが機能する地域社会の実現を目指します。どうぞ、多くの自治体・

企業・団体・個人の皆様に参加登録いただけますようお願い申し上げます。

記

平成 27年 10月 8日 本曜日 13:50開会 受付開始 13:10

福島県医師会館  1階 大会議室 (福島市新町 4番 22号)024-522-5191

礁
薫
　
猟

日時

場所

式次第

開会 13:50

主催者挨拶

設立記念基調講演  演題「次世代ヘルスケア産業の創出」 14:30

講師 経済産業省商務情報局ヘルスケア産業課係長 保科 佑樹 氏

ふくしまヘルスケア産業プラットフォーム設立総会 15:30

第 1号議案定款案/第 2号議案役員案/第 3号議案事業計画案

開会 16:30

特定非営利活動法人 NPOほうらい アクティビティセンター内 高荒
〒960-1245福島市松川町浅チIロヒ峯 8  TELOFAX 024-548-3131  申し込み締め切り10/2日

申し込みは http:〃nOohoural.comも しくは、email info@nっ ohouracomか らお願いします。

【連絡先】



設立のJ‐

‐
m旨と、これまでの経過

国の政策として健康寿命の延伸 (健康関連市場の創造)が位置づけられる

我が国の、拡大する国民医療費と介護保険給付 。国民医療費の3分の 1を占める生活習慣病の現状から、政府の政策の方向性

が平成 25年 6月 14日の閣議決定で、,日本再興戦略第 3の矢、戦略市場創造プランの 1つ、「健康寿命の延伸 (健康関連市場

の創造 )」 として新たな成長戦略として位置づけられました。

3つの具体的方向性として①予防・健康管理サ■ビスの活用②地域コミュニティーの活性化③生涯現役の構築、成果目標

として、介護予防、介護関連産業の市場規模を 2020年に 10兆円 (現状 4兆円)|こ拡大、医薬品、医療機器、再生医療の医療

関連産業の市場規模を 16兆円(12兆円)に拡大、具体的政策として、健康寿命延伸産業の育成。予防・健康管理の推進に関する

新たなる仕組みづくり等が示されました。

地域版「次世代ヘルスケア産業協議会」の全国展開

平成 25年 12月 に次世代ヘルスケア産業協議会が国民の健康増進、医療費の適正化、新産業の創出同時実現を目指し設立

されました。平成 26年 6月 日本再興戦略改訂版において「医・農商工連携」など地域資源を活用したヘルスケア産業育成を

図るため、地域lll「次世代ヘルスケア産業協議会」の全国展開を図るとされ、全国各地でヘルスケアビジネスのプラットフォ‐ム

づくりが進んでいます。

福島県においても新たな産業の創出に向けて

わが県においても、東日本大震災 。原発事故による被災等により健康にかかわる問題はじめ医療・農林漁業・観光および

商工業においていろいろな問題を抱えている現状にあります。

福島県においては、平成 27年 2月県議会定例会代表質問の中にヘルスケア産業の推進についての質問がなされ、これまでの

医療・介護の公的サービスに加え、健康意識の高まりを背景とした疾病や介護予防、健康増進を中心とする公的サービス外サービス

のニーズが高まっていることから、将来の成長産業として期待している。このため、県として国の動向や先進事例の情報収集

に努めるとともに、現在市町村と共に進めている地域包括システムの構築等の取組に併せて運動・栄養指導等の医療。介護周辺

事業や、食や農業、観光等の本県が有する地域資源を活用したメディカルツーリズムなど新たな産業の創出について関係部局

と連携し検討していくとの方針が示されました。                           ′

ふくしまヘルスケア産業プラットフォームの設立

上記の経過を踏まえ、私ども関係有志が経済産業省の助言を得つつ、プラットフオームの創設に関する打ち合わせ重ね、

今回の設立総会のご案内に至った次第です。

福島県の今後の取組と将来的な連携を見据えながら、まずは県内の関係者に広く声をかけ、ヘルスケア産業創出に向けた

議論の場として、「ふくしまヘルスケア産業プラットフオーム」を譜十いたします。

どうか多くの自治体・団体・企業 。医療福祉関係機関 。NPO・ 個人の多くの皆様の参加を心よりお待ちしております。


